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研究成果の概要（和文）：社会の高齢化に伴い、本邦の心房細動（AF）患者は年々増加している。AFは心不全や
「寝たきり」に繋がる脳梗塞の原因となるため、関連する医療費の増加は我が国の医療経済に深刻な影響を与え
ている。そこで本研究では、AF治療に関する文献を体系的にレビューし、その結果を基にしてさまざまなAF患者
を想定した費用対効果分析を行い、本邦における最も費用対効果の高いAF治療を検証した。研究の結果、心房細
動患者において、睡眠時無呼吸のスクリーニングおよび治療介入は、費用対効果に優れることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：With the aging of society in Japan, the number of patients with atrial 
fibrillation (AF) has been increasing every year. AF can lead to heart failure and stroke, which can
 cause bedridden, resulting in a significant impact on Japan's healthcare economy due to the 
associated medical costs. Therefore, in this study, we systematically reviewed literature related to
 AF treatment and conducted cost-effectiveness analyses for various AF patients based on the 
results, in order to verify the most cost-effective AF treatment in Japan. As a result of the study,
 it was revealed that screening and treatment intervention for sleep apnea in patients with AF is 
highly cost-effective.

研究分野： 費用対効果分析

キーワード： 費用対効果分析　心房細動　睡眠時無呼吸症候群
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心房細動治療において、睡眠時無呼吸症候群のスクリーニングおよび治療の重要性を明らかにした。心房細動患
者において、睡眠時無呼吸症候群は再発リスクの一つである。積極的にスクリーニングを行い、適切な治療介入
を行うことで、心房細動治療成績が向上し、最終的には費用対効果に優れた治療戦略となりうることを報告し
た。本邦の医療費抑制や医療の効率化に寄与する結果と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
社会の高齢化に伴い、本邦の心房細動（AF）患者は年々増加している。AF は心不全や「寝た

きり」に繋がる脳梗塞の原因となるため、関連する医療費の増加は我が国の医療経済に深刻な影
響を与えている。そのため、2018 年に成立した「脳卒中・循環器病対策基本法」のもと、国を
挙げた取り組みが急務となっている。近年の AF 治療は急速に発展しており、カテーテルアブレ
ーションや新規抗凝固薬、左心耳閉鎖デバイスなど、治療の選択肢は大幅に広がった。しかしな
がら、それぞれの治療成績は一定ではないため、患者によって適切な治療法は異なっている。ま
た、AF の新規治療は従来のものに比べて高額であるが、その費用に応じた効果については十分
に検証されていない。 
 
２．研究の目的 
本邦から報告された AF 治療に関する文献を体系的にレビューし、その結果を基にしてさまざ

まな AF 患者を想定した費用対効果分析を行い、本邦における最も費用対効果の高い AF 治療を
模索すること。 
 
３．研究の方法 
 さまざまな日本人 AF 患者における最も効率的な AF 治療を模索するために、本邦で施行可能
な AF 治療の成績を報告した文献を体系的にレビューし、各治療の有効性と限界に関する知見を
まとめる。各治療の成績は人種差の影響を受けるため、可能な限り日本人 AF 患者を対象とした
研究を抽出する。 
 文献レビューから得られた知見を基にして、さまざまな AF 患者を想定したシミュレーション
モデルを構築し、日本の保険診療を想定した費用対効果分析を行う。モデルの構築や分析には費
用対効果分析用ソフトウェア「TreeAge Pro 2019」を用いる。分析モデルに入力するデータ（患
者背景、疾患リスク、治療成績、治療合併症の確率、QOLスコアなど）はレビューの結果を基に
設定する。また、全ての費用は本邦の保険診療に基づいて算出する。主解析の後、モデルに入力
したデータに変動が生じた場合の影響を評価するために感度分析やシナリオ解析を行い、本邦
におけるさまざまな AF治療の費用対効果を検証する。 
 
４．研究成果 
 成果 1：心房細動アブレーション治療と睡眠時無呼吸症候群の関連 
 心房細動アブレーション予定の患者に対し、事前の OSA スクリーニングおよび治療介入を行
うことが、費用対効果の面で優れているかどうかを、シミュレーションモデルを構築し費用対効
果分析を行った。その結果、AF アブレーション前に OSA スクリーニングおよび治療介入を行っ
た方が、アブレーション治療のみ行う方針に比べて費用対効果に優ることが明らかになった。成
果を下記の国際誌に報告した。 
 
Kawakami H, Saito M, Kodera S, Fujii A, Nagai T, Uetani T, Tanno S, Oka Y, Ikeda S, Komuro I, Marwick 
TH, Yamaguchi O. 
Cost-effectiveness of Obstructive Sleep Apnea Screening and Treatment Before Catheter Ablation for 
Symptomatic Atrial Fibrillation. 
Circ Rep 2020; 2: 507-516. 
 
 成果 2：慢性心不全における薬物治療の費用対効果 
 心房細動と密接に関連する心不全をテーマにした費用対効果研究にも取り組み、慢性心不全
管理の現状を解析し、高額な利尿薬の適切利用を促す内容の結果を得た。成果を下記の国際誌に
報告した。 
 
Nakao Y, Kawakami H (Corresponding author), Saito M, Inoue K, Ikeda S, Yamaguchi O. 
Cost-Effectiveness of Long-Term Tolvaptan Administration for Chronic Heart Failure Treatment in Japan. 
J Cardiol 2022;79: 408-416. 
 
 成果 3：心房細動アブレーション後の再発リスク評価の向上 
 心房細動アブレーション後の再発予測にホルター心電図や心エコー図による評価が有用であ
ることを明らかにした。術後再発ハイリスク症例を選別することで、早期の再発発見・治療につ
ながり、治療成績の向上に繋がる。また、ハイリスク症例を特定することにより、医療資源の高



率的な運用や費用対効果の向上に寄与する可能性がある。成果を下記の国際誌に報告した。 
 
Kawakami H, Inoue K, Nagai T, Fujii A, Sasaki Y, Shikano Y, Sakuoka N, Miyazaki M, Takasuka Y, Ikeda 
S, Yamaguchi O. 
Persistence of left atrial abnormalities despite left atrial volume normalization after successful ablation of 
atrial fibrillation. 
J Arrhythm 2021; 37: 1318-1329. 
 
Fujisawa T, Kawakami H (Corresponding author), Nagai T, Miyazaki S, Akazawa Y, Miyoshi T, Higaki 
A, Seike F, Higashi H, Nishimura K, Inoue K, Ikeda S, Yamaguchi O. 
Premature atrial contraction immediately after catheter ablation was associated with late recurrence of atrial 
fibrillation. 
Pacing Clin Electrophysiol. 2023; 46: 152-160. 
 

成果 4：心疾患患者の QOLスコアに関するシステマティックレヴューおよびメタ解析 
 費用対効果分析に不可欠な日本人心不全患者における患者背景や QOL スコアに関する情報が
決定的に不足している現状を改善すべく、システマティックレヴューおよびメタ解析を計画し
た。研究計画をプロトコール論文として下記の国際誌に報告した。現在は本解析を実行している。 
 
Nakao Y, Kawakami H (Corresponding author), Miyazaki S, Saito M, Luo Y, Yamamoto K, 
Yamaguchi O. 
Evaluation of Health Utility in Trial-based Cost-utility Analyses for Major 
Cardiovascular Disease: Protocol for a Systematic Review. 
BMJ Open. 2023;13: e067045. 
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